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1 暖かい 空気と 冷たい 空気、上に 行くのは?

アどちらも 下へ イ 冷たい 空気 ウ 暖かい 空気 エどちらも 同じ こたえ 

2 金属・水・空気の うち、温められた 部分が 動いて 全体に 伝わるのは?

アどれも 動かない イ 水と 空気 ウ 金属だけ エ 金属と 水 こたえ 

3 氷を 金属の 板と 木の 板に のせる。早く とけるのは?

ア 金属の 板の 上の 氷 イどちらも 同じ ウどちらも とけない エ 木の 板の 上の 氷

こたえ 

4 おふろの お湯の 上の ほうが 熱いのは なぜ?

ア 温められた 水が 上に 動くから イ 上から 太陽が 当たるから

ウ 下の水が 凍っているから エお湯が 軽い油だから こたえ 

5 金属は 熱を どのように 伝える?

アまったく 伝わらない イ 熱した所から 近い順に 次々 伝わる ウ 離れた所から 先に

エ 全体 同時に こたえ 

6 空気の 温まり方が 水と にているのは?

ア 温められた 空気が 上へ 動くから イ 下へ 動くから ウ 動かないから

エ 金属のように 順に 伝わるから こたえ 

7 水を 下から 熱すると、温められた水は?

ア 動かない イ 下へ 動く ウ 横にだけ 動く エ 上へ 動く こたえ 

8 金属の フライパンで、火に 当たっていない ふちも 熱くなるのは?

ア 熱が 金属を 伝わって 広がるから イ 空気が 温めるから ウふちが 光るから

エ火が ふちにも あるから こたえ 
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9 床だんぼうで 部屋 全体が 暖まりやすいのは?

ア 下で 温まった 空気が 上へ 動くから イ 暖かい 空気が 下に たまるから

ウ 空気が 動かないから エ 床が 冷たい 空気を 出すから こたえ 

10 試験管の 水の 真ん中あたりを 熱すると、先に 温まるのは?

ア 全体が 同時 イ 熱した 所より 上の 部分 ウ試験管の 底 エ 熱した 所より 下の 部分

こたえ 

11 水を 熱したとき、冷たい 水は どちらへ 動く?

ア 動かない イ 上へ ウ 横にだけ エ 下へ こたえ 

12 暖房を 付けても、足もとが なかなか 温まらないのは?

ア 暖かい空気が 下に たまるから イ 床が 熱を 出すから ウ窓が 開くから

エ 暖かい空気が 上に たまるから こたえ 

13 金属の棒の はしを 熱したとき、遠い方が 温まるまでは?

ア 少し 時間が かかる イすぐ 温まる ウ 先に 温まる エ 温まらない こたえ 

14 ふろの お湯を かきまぜるのは なぜ?

アお湯を ふっとうさせる ため イお湯を 増やす ため ウお湯を 冷やす ため

エ 上の 熱い お湯と 下の ぬるい お湯を まぜる ため こたえ 

15 金属の 板の はしを 熱すると、反対の はしは?

ア 後から 温まる イ 温まらない ウ 先に 温まる エ 凍る こたえ 

16 金属の 温まり方は?

ア 熱した所から 順に 伝わっていく イ 上の ほうだけ 温まる ウ 全体が 一度に 温まる

エ 温まらない こたえ 

17 線こうの けむりで 空気の 動きを 調べる とき、窓を 閉めるのは?

ア 外の 風で けむりが 動かない ように イ 部屋を 暗く する ため ウけむりを 増やす ため

エ 空気を 冷やす ため こたえ 
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18 試験管の 水の 下の ほうを 熱すると、上の ほうの水は?

アずっと 冷たいまま イ 先に 温まる ウやがて 温まる エ 凍る こたえ 

19 部屋の 天じょう近くの 窓を 開けると、外へ 出やすいのは?

ア 暖かい 空気 イ 冷たい 空気 ウ 床の ほこり エ 重い 空気 こたえ 

20 金属を 温めると、熱は どちらへ 伝わる?

ア 熱い所から 冷たい所へ イ 伝わらない ウ 下へだけ エ 冷たい所から 熱い所へ

こたえ 
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こたえ　しょう4 りか「ものの 温まり方」 その2

1  ウ 暖かい 空気

2  イ 水と 空気

3  ア 金属の 板の 上の 氷

4  ア 温められた 水が 上に 動くから

5  イ 熱した所から 近い順に 次々 伝わる

6  ア 温められた 空気が 上へ 動くから

7  エ 上へ 動く

8  ア 熱が 金属を 伝わって 広がるから

9  ア 下で 温まった 空気が 上へ 動くから

10  イ 熱した 所より 上の 部分

11  エ 下へ

12  エ 暖かい空気が 上に たまるから

13  ア 少し 時間が かかる

14  エ 上の 熱い お湯と 下の ぬるい お湯を まぜる

ため

15  ア 後から 温まる

16  ア 熱した所から 順に 伝わっていく

17  ア 外の 風で けむりが 動かない ように

18  ウ やがて 温まる

19  ア 暖かい 空気

20  ア 熱い所から 冷たい所へ


